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◎「トレイ」と「紙パック」は12月30日�～1月4日�は、拠点回収箱に出さないでください。�
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ご　　みご　　み�ご　　み�

し　　尿し　　尿�し　　尿�

年末年始の「ごみ・し尿」収集年末年始の「ごみ・し尿」収集�年末年始の「ごみ・し尿」収集�

1月5日�から�

月・木の�
収集地域�

火・金の�
収集地域�燃やす�

ごみを�
収　集�

12月31日�～1月4日��

12月30日��

12月29日��

通常業務�

休　　業�

12月30日�～1月4日��

12月29日�まで�

1月5日�から�

平常どおり収集�

平常どおり収集�

休　　　　　業�

市
で
は
２１
世
紀
の
新
た
な

時
代
を
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、男
女
が
家
庭
、

地
域
、
学
校
、
職
場
な
ど
あ

ら
ゆ
る
場
で
と
も
に
協
力

し
、責
任
を
担
う
と
と
も
に
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
そ
の
個
性
を

発
揮
し
、
と
も
に
輝
い
て
い

け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
取
り
組
む

行
動
指
針
と
し
て
、
平
成
１４

年
３
月
に
「
京
田
辺
市
男
女

共
同
参
画
計
画
（
新
か
が
や

き
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
各

種
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
よ
り
確
実
に

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
本
市

が
取
り
組
む
べ
き
諸
問
題
や

方
策
に
つ
い
て
検
討
・
協
議

し
、市
へ
意
見
を
い
た
だ
く
、

「
京
田
辺
市
男
女
共
同
参
画

推
進
懇
話
会
委
員
」
を
募
集

し
ま
す
。任
期
は
２
年
で
す
。

同
懇
話
会
は
、
学
識
経
験

者
・
各
種
関
係
団
体
の
代

表
・
一
般
公
募
の
市
民
な

ど
、
１５
人
以
内
で
組
織
し
て

い
ま
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
す
る
２０
歳
以
上
の

男
女募

集
人
数
＝
２
人

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
と
簡
単
な
応
募
動
機
と

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
私
の
考
え
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
４
０
０
字
程

度
の
作
文
を
、
１２
月
２２
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
、
ま

た
は
直
接
応
募
し
て
く
だ
さ

い
選
考
方
法
＝
次
に
挙
げ
る

項
目
を
中
心
と
し
て
、
総
合

的
に
評
価
し
ま
す
。

懇
話
会
委
員
を
募
集�

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
考
え
る�

み
な
さ
ん
は
「
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
」
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
を
ご
存
じ
で

す
か
。
両
手
に
持
っ
た
２

本
の
ポ
ー
ル
で
地
面
を
突

き
な
が
ら
行
う
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
ク
の
特
徴
は
、

全
身
の
筋
肉
を
使
う

こ
と
。
下
半
身
だ
け

で
な
く
、
上
半
身
を

使
う
こ
と
で
、
通
常

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ

り
１
・
２
か
ら
１
・

４
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ポ
ー
ル
で
地
面
を
突

く
こ
と
で
力
が
分
散
さ
れ
、

膝
や
腰
、
足
首
な
ど
へ
の

負
担
が
少
な
い
た
め
、
高

齢
者
で
も
楽
し
め
ま
す
。

１１
月
１３
日
か
ら
は
、
市

が
同
志
社
大
学
と
協
力
し
、

「（
仮
）
京
た
な
べ
・
同
志

社
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
開
い
て

い
る
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
ク
教
室
が

ス
タ
ー
ト
。
参
加
者

か
ら
は
「
ポ
ー
ル
を

持
つ
分
ス
ム
ー
ズ
に

歩
け
る
」「
膝
に
負

担
が
か
か
ら
ず
気
持

ち
い
い
」
な
ど
の
声

も
聞
か
れ
好
評
で

す
。
指
導
に
あ
た
る

同
大
学
の
竹
田
正
樹

教
授
は
、「
こ
の
機

会
に
た
く
さ
ん
の
人
に
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を

知
っ
て
も
ら
い
、
広
ま
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▼
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
持
っ
て
い
る
▼
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
に
関
心
が

高
い
▼
積
極
的
に
市
民
の
声

と
し
て
、
率
直
な
意
見
を
述

べ
て
い
る

応
募
・
問
合
せ
先
＝
市
民

参
画
課（
�
６４
・
１
３
１
４
）

膝・腰への負担軽く
高齢者でも楽しめる

体が軽くなる魔法の杖�体が軽くなる魔法の杖�

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
教
室
ス
タ
ー
ト
�

ノルディックウォーク教室�
スタート�

ノルディックウォーク教室�
スタート�

竹田正樹教授（左から2人目）を先頭に同志社大学内を歩く参加者（11月20日）

平
成
１８
年
１０
月
２０
日
及
び

１１
月
１３
日
に
起
訴
さ
れ
ま
し

た
本
市
教
育
委
員
会
事
務
局

職
員
に
よ
る
収
賄
等
事
件
に

つ
き
ま
し
て
、
市
民
の
信
頼

を
裏
切
る
こ
と
と
な
り
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
深
く
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
件
に
関
し
、
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
と
法
律
遵
守

意
識
を
高
め
再
発
の
防
止
に

つ
な
げ
る
た
め
、
管
理
監
督

職
員
の
懲
戒
処
分
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
は
、
理
事
者
が
先
頭

に
立
ち
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
の
皆
様
の
信

頼
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、再
発
防
止
に
向
け
、

①
職
員
体
制
や
職
場
環
境
の

見
直
し
と
整
備
②
公
務
員
と

し
て
の
自
覚
を
喚
起
③
契
約

業
務
の
適
正
化
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

お
わ
び
と
再
発
防
止
に
向
け
て

不
祥
事
事
件
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国
民
年
金
は
、
現
役
世
代

が
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支

え
る
「
世
代
間
扶
養
」
の
し

く
み
で
す
。
や
が
て
訪
れ
る

長
い
老
後
の
生
活
を
安
心
し

て
過
ご
す
た
め
の
大
き
な
支

え
と
な
る
も
の
で
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
の
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
万
が
一
の
ケ
ガ
や
病
気

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納

付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
市

府
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
申

告
の
際
に
は
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
た
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

特
別
障
害
者
手
当
�
障
害
児
福
祉
手
当

名称�

重度の障害が2つ以上重
複するなど、日常生活
で常時特別の介護を必
要とする20歳以上の在
宅の重度障害者に支給�

内　　容�

肢体不自由児施設などに入
所した時や障害を支給事由
とする公的年金を受けるこ
とができる時は支給されま
せん�

障害者支援施設や養護老人
ホームなどに入所した時や
病院または診療所に継続し
て3カ月を超えて入院した
時などは支給されません�

備　　考�

重度の障害があるため
日常生活で常時介護を
必要とする20歳未満の
在宅の重度障害児に支
給�

手当の内容�

で
身
体
に
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎

年
金
や
、
加
入
者
が
亡
く
な

っ
た
時
に
遺
族
に
支
給
さ
れ

る
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
２
年
を
経
過
す

る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
納
付
は

口
座
振
替
で

納
め
忘
れ
を
な
く
す
に

は
、
手
間
と
時
間
が
省
け
る

口
座
振
替
が
便
利
・
安
心
で

す
。
全
国
の
銀
行
・
郵
便

局
・
信
用
金
庫
・
農
協
・
漁

協
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
手
続
き
で
き
ま
す
。

現
金
で
納
付
す
る
場
合

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
れ
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け

取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
て
い
る
人

は
、
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
納
め
て
い
ま
す
か

保
険
料
納
め
て
い
ま
す
か
�

未
納
の
時
は
早
め
に
納
付
を

国民年金�

保
険
料
納
め
て
い
ま
す
か

保
険
料
納
め
て
い
ま
す
か
�

保
険
料
納
め
て
い
ま
す
か
�

の
添
付
な
ど
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
）。

な
お
、
平
成
１４
年
４
月
か

ら
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
書
は
国
（
社
会
保
険
庁
）

か
ら
送
付
さ
れ
、
金
融
機
関

を
通
じ
て
国
へ
直
接
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
の
再
発
行
と
保
険

料
の
納
付
状
況
な
ど
は
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
や

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�
０
５

７
０
・
００
・
９
９
１
１
）
※

開
設
期
間
は
、
１１
月
１
日
�

か
ら
平
成
１９
年
３
月
１６
日
�

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
１２

月
２９
日
�
〜
平
成
１９
年
１
月

３
日
�
を
除
く
）
▼
京
都
南

社
会
保
険
事
務
所
（
�
０
７

５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

国
勢
調
査
�

確
定
値

本市人口は本市人口は64,008人�
人口増加数は府内で3番目�

本市人口は本市人口は64,008人�本市人口は64,008人�

22,409
25,192

30,043
32,608

人　　口�

29,534
31,40064,008

59,577
2,7832,565

平成12年�
平成17年�

�

4,431増減数� 1,866

7,675

9,877
65歳以上�

43,703

15歳未満�
44,889

総　数�

8,197

9,21664,008

59,577

15～64歳�

12.973.4
平成12年�

平成17年�
�

100　割合（％）� 13.8

平成17年国勢調査人口・世帯数（確定値）�

年齢層別人口、割合（3区分）�

15.470.1100　割合（％）� 14.4

世帯数�男�総　数� 女�

※総数には、年齢「不詳」の人を含んでいます。�
※割合（％）は、小数点第2位を四捨五入したものです。�
　そのため、合計と内訳が一致していません。�

除
証
明
書
」
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
（
所
得
税
法
等
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
国
民
年
金

保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

市
役
所
で
は
た
だ
い
ま

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
３
月
３１
日
�
ま
で
、

市
役
所
庁
舎
内
の

暖
房
温
度
設
定
を

１９
度
と
な
る
よ
う

努
め
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま

す
。み

な
さ
ん
の
ご

家
庭
で
も
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
た

め
に
省
エ
ネ
に
取

り
組
み
ま
せ
ん
か
。

エ
コ
製
品
を

選
ん
で
買
お
う

新
し
く
家
電
製
品
を
買

う
時
に
、
ぜ
ひ
注
目
し
て

欲
し
い
の
が
「
省
エ
ネ
性

能
」。
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫

な
ど
は
省
エ
ネ
性
能
の
表

示
も
普
及
し
、
購
入
の
際

の
目
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
年
間
電
気
料
が

数
万
円
単
位
で
違
う
こ
と

も
あ
り
、
特
に
古
い
機
器

を
使
い
続
け
て
い
る
場
合
、

買
い
替
え
コ
ス
ト
と
電
気

代
を
比
べ
て
み
る
と
、
驚

く
数
字
が
出
る
こ
と
も
。

お
財
布
に
も
、
環
境
に

も
優
し
い
省
エ
ネ
製
品
。

特
に
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン

を
買
い
替
え
の
際
に
は
、

忘
れ
ず
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

出
展
＝
環
境
省
／
環
の

く
ら
し

問
合
せ
先
＝
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

平
成
１７
年
国
勢
調
査
（
同

年
１０
月
１
日
現
在
）
の
人

口
・
世
帯
数
の
確
定
値
が
公

表
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

本
市
の
人
口
は
６
万
４
千

８
人
で
、
前
回
調
査
（
平
成

１２
年
１０
月
１
日
現
在
）
と
比

べ
、
４
千
４
３
１
人
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
京
都

府
内
で
精
華
町
・
木
津
町
に

次
ぎ
、
３
番
目
に
多
い
増
加

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

京
都
府
内
で
は
２８
市
町
村

中
、
本
市
の
人
口
は
第
９
位

に
当
た
り
ま
す
。

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性

が
３
万
１
千
４
０
０
人
、
女

性
が
３
万
２
千
６
０
８
人

で
、
女
性
が
１
千
２
０
８
人

多
く
、
人
口
性
比
（
女
性
１

０
０
人
に
対
す
る
男
性
の
割

合
）
は
前
回
か
ら
２
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
て
い
ま
す
。

人
口
割
合
を
年
齢
別
に
み

て
み
る
と
、
前
回
と
比
べ
１５

歳
未
満
人
口
は
０
・
６
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
、
１５
〜
６４
歳
人

口
は
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
低

下
、
６５
歳
以
上
人
口
は
２
・

５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま

す
。
京
都
府
全
体
と
比
べ
る

と
、
１５
歳
未
満
人
口
は
１
・

４
ポ
イ
ン
ト
、
１５
〜
６４
歳
人

口
は
３
・
８
ポ
イ
ン
ト
そ
れ

ぞ
れ
本
市
の
方
が
高
く
、
６５

歳
以
上
人
口
は
４
・
６
ポ
イ

ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
結
果
に
つ
い
て

は
、
企
画
財
政
課
（
�
６４
・

１
３
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
た
納
付
書
に
現
金
を
添

え
て
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま

た
は
、
社
会
保
険
事
務
所
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
時
は

免
除
制
度
の
利
用
を

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
免

除
・
納
付
猶
予
制
度
、
学
生

の
場
合
に
は
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

民
年
金
課
年
金
係
ま
た
は
京

都
南
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
※
免
除
・

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
）。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
年
金
係
（
�
６４
・
１
３
３

３
）
▼
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
（
�
０
７
５
・
６
４

３
・
２
５
４
７
）

申
告
に
は
証
明
書
の
添
付
を

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国年保険料

家
庭
で
も
省
エ
ネ
を

市
役
所
は
１９
度
に
設
定

障
害
手
当
の
支
給

受
け
て
い
ま
す
か

市
は
、
下
表
に
該
当
す
る

人
を
対
象
に
、
手
当
の
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

手
当
を
受
け
て
い
な
い
人

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
障
害
（
児
）
者

本
人
、
そ
の
配
偶
者
ま
た
は

障
害
（
児
）
者
の
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以

上
あ
る
時
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
２
）
へ
。

エコオフィス・キャンペーン実施中
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教
育
委
員
会
は
、
今
回
を

最
終
と
し
て
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を

開
き
ま
す
。

日
程
・
定
員
・
場
所
・
受

講
料
＝
左
表
の
と
お
り

時
間
＝
▼
午
前
…
午
前
９

時
〜
正
午
▼
午
後
…
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
２０
歳
以
上
の

人「
コ
ー
ス
名
」
・
内
容
＝

市
民
・
産
業
・
大
学
・
行

政
が
連
携
し
て
市
内
の
情
報

化
を
進
め
て
い
る
、
京
田
辺

情
報
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

午後�1月25日�・26日��510

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆☆�

デジカメ基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆☆�

定員�

午前�1月31日�・2月1日��514

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

中央公民館�15

中央公民館�10

ＩＴ講習会日程表�

午前�1月25日�・26日��

午前・午後�2月2日��503

午後�3月6日�・7日��504

501

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

パソコン入門コース（6時間）受講料＝3,000円　　　☆�

午前・午後�

午後�

1月27日��

2月22日�・23日��506

午前・午後�1月28日��507

505

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

インターネット＋メールコース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆�

午前�2月6日�・7日��508

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

文書作成基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆�

文書作成応用コース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆☆�

定員�

定員�

定員�

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

中央公民館�15

中央公民館�

中央公民館�

15

15

中央公民館�15

中部住民センター�10

中央公民館�15

中央公民館�15

（☆は難易度です）�

午後�3月1日�・2日��509 中部住民センター�10

午前�2月22日�・23日��511 中部住民センター�10

午後�2月6日�・7日��515 中央公民館�10

午前�2月8日�・9日��516 中央公民館�10

午前・午後�2月3日��512

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算応用コース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆☆☆�
定員�

中央公民館�15

午前�2月27日�・28日��513 中部住民センター�10

午後�2月27日�・28日��517 中部住民センター�10

午前�3月6日�・7日��518 中央公民館�10

デジカメ応用コース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆☆☆�

午後�1月31日�・2月1日��519

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

中央公民館�10

午後�2月8日�・9日��520 中央公民館�10

午前�3月1日�・2日��521 中部住民センター�10

午前・午後�3月8日��522 中央公民館�10

午前・午後�2月21日��502 中部住民センター�10

こ
の
機
会
に
学
び
ま
せ
ん
か

ＩＴ講習会�
最 終 回 �

入
門
か
ら
応
用
ま
で

入
門
か
ら
応
用
ま
で
�

入
門
か
ら
応
用
ま
で

入
門
か
ら
応
用
ま
で
�

入
門
か
ら
応
用
ま
で
�

▼
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
」
…
起

動
終
了
、
マ
ウ
ス
操
作
、
文

字
の
入
力
▼
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
＋
メ
ー
ル
」
…
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
、
電
子

メ
ー
ル
の
送
受
信
▼
「
文
書

作
成
基
礎
」
…
文
書
作
成
ソ

フ
ト
の
操
作
▼
「
文
書
作
成

応
用
」
…
表
、
図
を
使
っ
た

文
書
作
成
▼
「
表
計
算
基
礎
」

…
表
計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
▼

「
表
計
算
応
用
」
…
表
計
算
機

能
の
活
用
、
関
数
▼
「
デ
ジ

カ
メ
基
礎
」
…
デ
ジ
カ
メ
の

基
本
操
作
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

画
像
取
り
込
み
、
印
刷
▼

「
デ
ジ
カ
メ
応
用
」
…
画
像
の

加
工
、
編
集

難
易
度
＝
▼
☆
…
初
め
て

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
人
▼
☆

☆
…
起
動
終
了
、
マ
ウ
ス
操

作
が
で
き
る
人
▼
☆
☆
☆
…

文
字
入
力
を
無
理
な
く
で
き

る
人
▼
☆
☆
☆
☆
…
各
基
礎

コ
ー
ス
修
了
者
ま
た
は
同
程

度
の
人

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
、
受
講
を
希
望

す
る
コ
ー
ス
名
と
講
座
番
号

（
同
コ
ー
ス
内
で
第
２
希
望

ま
で
）
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

複
数
の
コ
ー
ス
を
希
望
す
る

時
は
、
各
コ
ー
ス
ご
と
に
、

は
が
き
を
書
い
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
者
が

多
数
の
時
は
抽
選
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
平
成
１９
年
１

月
５
日
�
（
必
着
）

申
込
先
＝
京
田
辺
市
Ｉ
Ｔ

講
習
係
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２

究
会
（
た
な
べ
ネ
ッ
ト
）
は
、

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
後
援
＝

市
）
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
１８
年
の
総
ま
と

め
と
し
て
デ
ジ
カ
メ
画
像
を

使
っ
て
年
賀
状
を
作
り
ま

す
。
宛
名
書
き
も
パ
ソ
コ
ン

で
行
い
ま
す
の
で
、
年
賀
状

作
成
が
大
幅
に
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
ま
す
。
講
師
は
同
志

社
大
学
と
同
志
社
女
子
大
の

学
生
で
構
成
さ
れ
Ｉ
Ｔ
普
及

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
Ｋ
ｙ
ｏ

ｔ
ｏ
　
Ｃ
ｔ
ｏ
Ｇ
・
ａ
ｃ
」

で
す
。

開
催
日
＝
１２
月
１６
日
�

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
メ
デ
ィ

ア
館時

間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時希

望
者
に
は
昼
食
後
、
午

後
２
時
か
ら
３
時
ま
で
パ
ソ

コ
ン
に
関
す
る
質
問
を
お
受

け
す
る「
な
ん
で
も
相
談
会
」

を
開
き
ま
す
。

内
容
＝
デ
ジ
カ
メ
の
画
像

を
使
っ
て
の
年
賀
状
づ
く
り

定
員
＝
３０
人

参
加
費
（
資
料
代
）
＝
２

千
円申

込
方
法
＝
申
込
用
紙

（
市
内
公
共
施
設
に
設
置
）

ま
た
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
車
で
来
場
す
る
人

は
車
の
車
番
を
書
い
て
、
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
１１
日
�

申
込
先
＝
き
ゅ
う
た
な
べ

倶
楽
部
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
２
京
田
辺
市
興
戸
久
保

３７
、
�
６４
・
６
２
０
０
、

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

ta
n
a
b
e
n
e
t2
0
0
5

＠yahoo.co.jp

）

問
合
せ
先
＝
き
ゅ
う
た
な

べ
倶
楽
部
・
今
里
（
�
０
９

０
・
３
７
１
０
・
１
０
０

４
）

講
師
＝
八
幡
市

立
ふ
る
さ
と
学
習

館
の
職
員

対
象
＝
京
田

辺
・
八
幡
・
宇

治
・
城
陽
各
市
に

在
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
持
ち
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人
（
別
表

の
動
作
環
境
を
満

た
す
パ
ソ
コ
ン
が

必
要
で
す
）

定
員
＝
７０
人
（
応
募
者
が

多
数
の
時
は
抽
選
し
ま
す
）

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
・
は
が
き
の

い
ず
れ
か
に
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
講
座
希
望
」
と
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書

い
て
、
１２
月
２７
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
申
込
・
問
合
せ
先
＝
八
幡

市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
６
１
４
・
８
３
７
６
八
幡

市
男
山
竹
園
３
・
２
、
�
０

７
５
・
９
８
３
・
６
０
０
２
、

�
０
７
５
・
９
８
３
・
１
７

２
６
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

gakusyu@
m
b.city.yaw

ata.kyoto.jp

）

１
４
、
中
央
公
民
館
内
）

問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）

表／ eラーニング�

第
３
回�

第
１
回�

石清水八幡宮と宮大工�

－男山環境整備�
プランナーに学ぶ－�

サブタイトル�

絵図や地誌から見た山の景観�
－こんなに違う江戸時代の風景－�

平成19年2月18日��
午後2時から　講義�

八幡市立生涯学習センター�
受講者には別途連絡します�

※当日の様子は�
2月27日�配信�

日時�

平成19年1月30日�配信�
インターネットで受講�

第
２
回�

写真や絵に見る昔の暮らし�
－今と昔を比べてみれば－�

平成19年2月6日�配信�
インターネットで受講�

▼インターネット接続＝ADSL以上　▼基本ソフト＝
Windows XP、2000、Me（95、98、Macなどは不可
）▼ブラウザ＝InternetExplorer 5.5SP2以降▼動画再
生ソフト＝Windows Media Player9以上�
※ サ ン プ ル ペ ー ジ （ h t t p : / / e d u -
venture.jp/confirm.html）で画像・音声が正常に稼
働すれば環境を満たしています。�

パソコンの動作環境�

同志社大学内で学生を講師に学びます
（9月21日、同志社大学情報メディア館）

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
づ
く
り

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
づ
く
り
�

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
づ
く
り
�

大
学
生
が
丁
寧
に
教
え
ま
す

12
月
16
日
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

自
宅
か
ら
歴
史
講
座

自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
講

座
で
す
。
期
間
中
な
ら
好
き

な
時
に
繰
り
返
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
＝
下
表
の

と
お
り
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
情

げ
ま
す
。
ご
希
望
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い
つ
か
自
分
も

友
川
さ
ん
の「
ふ
ら
っ
と
」

で
の
普
段
の
仕
事
は
、
役
所

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
や

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
相
談
、
そ

し
て
「
ふ
ら
っ
と
」
に
相
談

し
に
来
た
人
が
実
際
に
相
談

を
受
け
る
前
に
世
間
話
を
し

て
利
用
者
を
和
ま
せ
る
こ

と
。
相
談
の
場
に
は
ま
だ
入

れ
な
い
。
で
も
い
つ
か
は
自

分
も
そ
の
中
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

「「
ふ
ら
っ
と
」
で
は
、
い

ろ
ん
な
障
害
を
持
っ
た
人
が

来
ら
れ
る
し
、
各
専
門
員
の

人
が
い
る
の
で
い
ろ
ん
な
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
勉
強

に
な
り
ま
す
」
と
友
川
さ
ん

は
謙
虚
に
話
す
。

「
ふ
ら
っ
と
」
の
常
勤
所

員
の
青
木
麗
さ
ん
は
、「
彼

は
相
談
員
と
は
違
っ
た
目

で
、
当
事
者
の
視
点
で
こ
こ

に
来
ら
れ
た
利
用
者
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

お
か
げ
で
来
た
人
が
構
え
ず

話
が
で
き
る
ん
で
す
。
気
負

わ
ず
に
し
ゃ
べ
れ
る
の
は
友

川
さ
ん
の
武
器
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
長
所
を
伸
ば

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と

い
う
。

青
木
さ
ん
は
、
共
同
作
業

所
「
ア
イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
京
都
」
時
代
か
ら
友
川

さ
ん
を
知
る
一
人
。「
今
、

彼
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
将

来
生
き
る
と
思
い
ま
す
」
と

青
木
さ
ん
は
友
川
さ
ん
の
今

後
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

７
年
前
、
交
通
事
故
に
遭

う
ま
で
友
川
さ
ん
は
洋
服
販

売
店
に
勤
め
て
い
た
。
仕
事

は
接
客
。
人
と
話
を
す
る
の

が
得
意
だ
っ
た
。

母
の
根
性

平
成
１１
年
１
月
、
友
川
信

寛
さ
ん
の
母
、
桂
子
さ
ん
は

病
院
か
ら
の
電
話
を
受
け

た
。「
息
子
さ
ん
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。
重
症
で
危

篤
状
態
で
す
」。

信
寛
さ
ん
は
、
友
達
が
運

転
す
る
車
に
同
乗
し
て
い
て

事
故
に
遭
っ
た
。
手
術
は
成

功
し
た
が
、少
し
話
し
た
後
、

意
識
は
戻
ら
な
か
っ
た
。

あ
と
１
カ
月
意
識
が
戻
ら

な
け
れ
ば
植
物
人
間
に
な
る

と
言
わ
れ
た
。
違
う
病
院
に

移
り
、
高
圧
酸
素
治
療
を
三

カ
月
毎
日
受
け
た
が
、
目
立

っ
た
効
果
は
な
く
意
識
は
戻

ら
な
か
っ
た
。
効
果
が
な
か

っ
た
の
で
高
圧
酸
素
の
治
療

を
止
め
よ
う
か
と
言
わ
れ

た
。
次
は
と
尋
ね
た
が
特
に

治
療
法
は
な
か
っ
た
。

看
護
師
か
ら
お
母
さ
ん
は

息
子
さ
ん
を
ど
う
し
た
い
の

で
す
か
と
聞
か
れ
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
親
と

し
て
忍
び
な
い
、
絶
対
に
あ

き
ら
め
ら
れ
な
い
、
あ
の
家

に
も
う
１
回
連
れ
て
帰
り
た

い
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も

し
た
い
」
と
言
う
と
皆
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
言
っ
て
も
ら
え
た
。

同
年
５
月
、
病
室
で
夫
と

話
し
て
い
た
ら
突
然
、
信
寛

さ
ん
の
返
事
が
返
っ
て
き

た
。病
院
中
が
奇
跡
だ
と
…
。

そ
れ
ま
で
看
護
師
た
ち
か

ら
は
、「
お
母
さ
ん
、
頑
張

っ
た
ら
意
識
は
戻
り
ま
す

よ
」
と
励
ま
し
て
も
ら
っ
て

い
た
。
で
も
ガ
リ
ガ
リ
に
や

せ
て
肌
は
土
色
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
望

め
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
望

み
は
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
が

不
安
と
あ
き
ら
め
が
い
っ
ぱ

い
の
時
期
も
あ
っ
た
。

意
識
が
戻
っ
て
か
ら
は
病

院
中
の
い
ろ
ん
な
先
生
に
お

世
話
に
な
っ
た
。

「
も
う
こ
れ
は
お
母
さ
ん

の
根
性
、
奇
跡
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
」と
言
わ
れ
た
。

努
力
が
結
ぶ

平
成
１２
年
７
月
、
退
院
の

日
を
迎
え
た
。

も
っ
と
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た

か
っ
た
が
、
病
院
の
事
情
が

そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
一
年
間
、
タ
ク
シ
ー

を
使
っ
て
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
に
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一
人
暮
ら
し
の
た
め
の
マ

ン
シ
ョ
ン
を
用
意
し
た
。
父

に
入
浴
介
助
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
体
を
洗
う
の
は

で
き
る
だ
け
自
分
で
や
れ
る

よ
う
に
練
習
し
て
い
る
。

小
森
さ
ん
か
ら
は
、
さ
ら

に
お
母
さ
ん
じ
ゃ
な
く
て
ヘ

ル
パ
ー
を
利
用
し
て
買
い
物

や
掃
除
を
し
て
も
ら
い
本
気

で
一
人
に
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
思
案
ば
か
り
。

け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
来
春
を

目
標
に
一
人
暮
ら
し
を
し
た

感
謝
の
気
持
ち

小
森
さ
ん
は
、
自
身
を
振

り
返
り
話
し
て
く
れ
た
。

「
今
、
思
う
と
一
緒
に
住

ん
で
い
た
ら
、
介
助
し
て
く

れ
た
親
に
『
あ
り
が
と
う
』

と
は
言
え
な
か
っ
た
」。

母
親
か
ら
の
介
助
、
家
族

だ
と
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
し
ま
う
。「
で
も
本

当
に
大
変
な
こ
と
な
ん
で

す
。
友
川
君
も
私
も
途
中
ま

で
健
常
者
だ
っ
た
が
、
障
害

を
負
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た

時
、
家
族
は
無
償
で
命
を
懸

け
て
も
何
と
か
し
て
や
ろ
う

と
思
う
」。

一
人
に
な
る
と
自
分
の
生

活
を
作
る
の
が
難
し
か
っ

た
。「
我
が
身
で
感
じ
て
初

め
て
親
に
感
謝
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
独
立
す
る
こ
と

で
自
分
を
す
ご
く
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
自

分
に
自
信
も
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。

今
年
で
２７
年
の
障
害
歴
、

そ
の
間
い
ろ
ん
な
問
題
を
ク

リ
ア
し
て
強
く
な
っ
た
。
当

事
者
団
体
や
行
政
の
人
と
話

を
し
て
多
く
の
こ
と
を
教
わ

っ
た
。
人
と
の
出
会
い
が
大

き
か
っ
た
、
そ
れ
が
な
け
れ

ば
今
の
自
分
は
な
い
。

大
き
な
目
標

「
将
来
的
に
は
小
森
さ
ん

の
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。
目
標
で

す
」。「
ふ
ら
っ
と
」
の
代
表

で
あ
る
小
森
さ
ん
と
の
出
会

い
は
大
き
か
っ
た
。
共
同
作

業
所
「
ア
イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
京
都
」
以
来
、
引
っ

張
っ
て
も
ら
っ
た
。

友
川
さ
ん
の
夢
は
、
小
森

さ
ん
の
よ
う
な
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
（
※
）
に
な
る
こ
と
。

「
将
来
的
に
は
普
通
に
仕
事

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
障
害
を
持
っ
た
人
の
手

助
け
に
な
る
よ
う
な
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

先
月
、
５
日
間
の
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
短
期
集
中
講
座

を
受
け
に
行
っ
た
。
最
低
条

件
は
一
人
暮
ら
し
を
し
て
相

談
に
来
る
人
の
見
本
と
な
る

よ
う
な
生
活
を
し
な
い
と
い

け
な
い
と
言
わ
れ
た
。
こ
の

こ
と
は
以
前
か
ら
小
森
さ
ん

に
も
言
わ
れ
て
い
た
。

昔
、
頚
椎
損
傷
者
連
絡
会

が
で
き
た
時
、
作
っ
た
人
か

ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
人
は
重
い
障
害
の
あ
る

人
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
尽
力
さ
れ
た
。

そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
。

「
今
、
思
え
ば
そ
の
人
に

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」。

同
じ
障
害
の
あ
る
人
の
経
験

の
言
葉
は
重
た
か
っ
た
。

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
と

っ
て
経
験
は
大
切
だ
。

障害者生活支援センター「ふらっと」代表
の小森猛さん

取材を終えて

わかっているつもり
でもわかってないこと
もある。そのままでい
いのだろうか。わかっ
ているふりをするだけ
でいいのだろうか。
全てを理解すること
はできなくても、目の
前の人をきちんと真っ
直ぐな目で見つめ、相
手の立場に立って考え
ることが大事なのでは
と感じた。

友川さんと母の桂子さん

大学生時代の友川さん
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更
な
る
努
力�

更
な
る
努
力�

11月19日、社会福祉センターで
「ノーマライゼーション社会を創る・
連続シンポジウム」が障害者生活支
援センター「ふらっと」の企画で開
かれ、約50人が参加しました。1回目
となる今回は、「障害を持つ人の就労
を考える」をテーマに障害のある人
が自らの体験を発表しました。今回
の特集で紹介している友川さんも発
言者として参加。また、公共職業安
定所や障害者就業・生活支援セン
ター職員らが現在の就職状況につい
て意見を交わしました。

し
か
し
そ
の
お
か
げ
で
在

宅
中
は
映
画
や
買
い
物
に
出

か
け
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

た
。「
自
分
の
子
ど
も
で
す

か
ら
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
の
子
ど

も
だ
っ
た
ら
１
年
で
歩
い
た

り
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

そ
れ
が
歩
く
の
に
も
年
月
が

か
か
り
、
も
う
一
人
、
大
き

な
男
の
子
を
育
て
た
か
な
ぁ

と
い
う
感
じ
で
す
ね
」。

市
役
所
に
足
を
運
び
、
共

同
作
業
所
「
ア
イ
・
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」
の
話
を

教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
か

ら
「
ふ
ら
っ
と
」。
み
な
さ

ん
の
援
助
を
得
て
、
い
ろ
い

ろ
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
く

る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

「
免
許
を
取
っ
て
い
て
良

か
っ
た
、
い
ろ
ん
な
所
に
行

け
る
し
、
お
願
い
に
も
行
け

た
し
、
仕
事
に
行
く
時
に
も

足
に
な
っ
て
や
れ
る
」。

「
ふ
ら
っ
と
」
の
代
表
で

あ
る
小
森
さ
ん
か
ら
一
緒
に

や
り
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ
た

時
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。

桂
子
さ
ん
は
、
こ
こ
に
つ

な
が
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
い
た
の
か
と
思
っ
た
。

連
れ
て
い
っ
た
。

桂
子
さ
ん
は
５８
歳
に
な
っ

て
い
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
に
連

れ
て
行
く
た
め
思
い
切
っ
て

免
許
を
取
っ
た
。「
当
初
、

家
族
は
反
対
し
た
が
勝
手
に

進
め
ま
し
た
。
免
許
を
取
っ

た
後
は
、
死
に
物
狂
い
で
１

号
線
を
走
り
ま
し
た
」。

い
。
早
く
小
森
さ
ん
の
よ
う

に
障
害
の
あ
る
人
の
力
に
な

り
た
い
。

「
家
に
も
う
１
回
連
れ
て
帰
り
た
い
」

「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
て
欲
し
い
」

１１
月
１９
日
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

京田辺市身体障害者協会長　玉嶋久興さん（＝
写真㊨）今回のような取り組みを通して広く
地域や企業に理解され、企業の雇用や就労支
援の取り組みが広がっていけばと考えていま
す。その結果、障害のある人が経済的に自立
できるようになることを望んでいます。

障害のある人の就労問題障害のある人の就労問題�障害のある人の就労問題�

体験発表し意見交わす�体験発表し意見交わす�
連続シンポジウム�

(

※)

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
＝
同
じ
障
害
を
も

っ
て
い
る
人
に
自
分
の

過
去
の
経
験
を
通
し
て

相
談
・
助
言
を
行
う
人

の
こ
と
。

代
表
か
ら
彼
に

「
友
川
君
に
は
も
っ
と
し

ん
ど
い
経
験
を
し
て
欲
し

い
」
と
小
森
さ
ん
は
い
う
。

今
回
の
機
関
紙
は
、
周
り

の
人
た
ち
の
協
力
で
作
れ
た

が
、
そ
の
際
、
友
川
君
も
少

し
し
ん
ど
い
思
い
を
し
た
。

で
も
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い

け
な
い
っ
て
こ
と
に
ま
だ
気

づ
い
て
な
い
。「
も
っ
と
貪

欲
に
勉
強
し
な
い
と
い
け
な

い
。
な
り
た
い
者
に
な
る
に

は
、
障
害
者
だ
ろ
う
と
健
常

者
だ
ろ
う
と
関
係
な
い
。
そ

れ
に
障
害
者
の
場
合
、
チ
ャ

ン
ス
が
少
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
友
川
君
に
は
、
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
も
の
に
し
、
支
援
セ

ン
タ
ー
に
必
要
な
人
材
に
な

っ
て
欲
し
い
。
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
だ
け
は
、
障
害
を
持

っ
た
人
し
か
で
き
な
い
の
だ

か
ら
」。
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新
し
い
仕
事

「
は
じ
め
受
け
た
時
は
、

甘
く
考
え
て
い
た
ん
で
す
。

自
分
一
人
で
も
で
き
る
か
な

っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
け

ど
、
い
ざ
作
り
だ
し
た
ら
す

ご
く
大
変
で
し
た
」。

今
春
、
オ
ー
プ
ン
し
た
障

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
」
に
勤
め
て
い

る
友
川
信
寛
さ
ん
の
新
た
な

仕
事
は
、
同
セ
ン
タ
ー
機
関

紙
の
編
集
作
業
だ
っ
た
。
友

川
さ
ん
は
交
通
事
故
で
両
手

両
足
に
障
害
を
負
っ
た
。
外

出
時
は
車
い
す
を
手
離
せ
な

い
。
字
を
書
く
時
は
本
来
利

き
手
の
右
手
だ
が
、
パ
ソ
コ

ン
の
マ
ウ
ス
を
使
う
時
は
右

手
よ
り
動
く
左
手
で
。
編
集

は
パ
ソ
コ
ン
で
の
作
業
だ
っ

た
た
め
左
手
が
活
躍
し
た
。

編
集
作
業
の
た
め
、
こ
こ
一

カ
月
は
休
日
に
も
出
勤
し

た
。
も
う
一
人
の
非
常
勤
所

員
と
の
二
人
で
の
作
業
。
そ

の
人
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
の
作
業
だ
っ
た
。

苦
労
し
て
で
き
あ
が
っ
た

創
刊
号
は
、
Ｂ
５
版
で
８

ペ
ー
ジ
。
年
４
回
の
発
行
で

次
号
は
１
月
１５
日
に
発
行
を

予
定
し
て
い
る
。
今
号
は
、

「
ふ
ら
っ
と
」
の
紹
介
と
毎

月
開
い
て
い
る
サ
ロ
ン
活

動
、
毎
週
火
曜
日
に
開
い
て

い
る
将
棋
教
室
の
様
子
を
紹

介
し
た
。

「
本
当
は
１１
月
１
日
に
創

刊
す
る
予
定
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
周
り
の
人
に
点
検
し

て
も
ら
い
な
が
ら
の
作
業
だ

っ
た
の
で
発
行
日
が
伸
び
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
す
ご

く
い
い
経
験
が
で
き
た
」
と

友
川
さ
ん
は
、
満
足
し
て
い

た
。今

年
は
、
仕
事
以
外
に
も

嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

て
い
た
。

運
転
免
許
試
験
場
に
事
情

を
説
明
し
、
再
び
運
転
免
許

証
の
筆
記
試
験
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
１
回
目
の
筆

記
試
験
は
点
数
が
わ
ず
か
に

足
り
な
か
っ
た
。
右
手
が
思

う
よ
う
に
動
か
ず
、
マ
ー
ク

シ
ー
ト
を
上
手
く
塗
り
つ
ぶ

せ
な
い
。
枠
を
は
み
だ
し
て

し
ま
う
。
時
間
が
足
り
な
か

っ
た
。
だ
か
ら
２
回
目
を
受

け
る
時
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
を

塗
り
つ
ぶ
す
練
習
も
家
で
し

て
い
っ
た
。
枠
か
ら
出
な
い

よ
う
に
道
具
を
作
っ
て
持
っ

て
い
っ
た
。

努
力
は
実
っ
た
。

車
い
す
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
も
行
動
範
囲
を
広

げ
た
か
っ
た
。

一
つ
で
き
る
こ
と
が
増
え

た
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

あ
な
た
の
周
囲
に
は
、
障
害
の
あ

る
人
は
い
ま
す
か
。
１２
月
３
日
�
か

ら
９
日
�
は
「
障
害
者
週
間
」。
人

は
誰
で
も
歳
を
と
り
、
そ
の
こ
と
を

誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
後
の
生
活
で
障
害
を
負
う
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
人
は
少
な
い
の
で

は
。
今
障
害
の
な
い
人
も
、
病
気
や

け
が
を
し
た
り
、
年
老
い
て
身
体
の

機
能
が
衰
え
、
何
ら
か
の
障
害
を
負

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
障
害
が
あ

る
こ
と
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
障
害
の
あ
る
人
は
、
ご
く

普
通
の
生
活
を
送
る
上
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
障

害
の
な
い
人
の
多
く
は
、
こ
う
し
た

現
実
を
「
自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ

と
」
と
考
え
が
ち
で
す
。
す
べ
て
の

人
が
快
適
に
生
活
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
障
害
の
こ
と
、
障
害

の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
今
回
は
、
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
で
働
い

て
い
る
友
川
信
寛
さ
ん
の
話
を
紹
介

し
ま
す
。

７
年
ぶ
り
に

今
年
、
運
転
免
許
証
の
再

発
行
を
受
け
た
。１９
歳
の
時
、

運
転
免
許
を
取
っ
た
が
、
事

故
後
、
意
識
が
な
い
間
に
失

効
に
な
り
、
７
年
近
く
経
っ

障害者生活支援センター「ふらっと」の青木麗さん

パソコンで作業する友川さん

家
族
の
思
い�

家
族
の
思
い�

広
が
る
世
界�

広
が
る
世
界�

広
が
る
世
界�

第1章�第1章� 第2章� 第3章�

現　　在�

更
な
る
努
力�

更
な
る
努
力�

家
族
の
思
い�

家
族
の
思
い�

家
族
の
思
い�

広
が
る
世
界�

広
が
る
世
界�

第1章� 第2章�第2章�

過　　去�

第3章�

更
な
る
努
力�

更
な
る
努
力�

11月1日に創刊された「ふらっ
と」の機関紙。市役所や社会福
祉協議会、市内の作業所に置い
ています

特
　
集� 知っていますか同じまちに住む人を�

12月3日から9日は「障害者週間」�12月3日から9日は「障害者週間」�12月3日から9日は「障害者週間」�

「今、やっていることが将来に生きる」
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▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は	と表記しています。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

12月は市税徴収強化月間
市税の納め忘れはありません
か。
12月は「市税徴収強化月間」
として、ご自宅への訪問や電話
による催告を集中的に行いま
す。納期が経過している分をま
だ納めていない人は、至急納付
してください。
また、一度に納付できない場
合は、分割納付などの納付方法
について相談を受け付けしてい
ますので未納のまま放置しない
で納付相談にお越しください。

�

国民健康保険税�

�
�

�

�

�
�

�
�

�

4期�

1期�
2期�

5期�

3期�

（10期）�
（9期）�

（7期）�
（8期）�

6期�

9月�

6月�
7月�

10月�

8月�

（3月）�
（2月）�

（12月）�
（1月）�

11月�

2期�
3期�

1期�

（4期）�

9月�
11月�

7月�

（1月）�

市府民税�

全期� 5月�
軽自動車税�

2期�
3期�

1期�

（4期）�

8月�
10月�

5月�

（12月）�

固定資産税�

市税の納期�

（　）は納期限未到来分�

�▼市府民税・固定資産税・
軽自動車税…収納対策室（�
64-1318）▼国民健康保険税…
国保医療課国保係（�64-1332）

固定資産税の納付月
12月は固定資産税第4期分の
納付月です。
固定資産税は、今年の1月1日
現在に土地や建物を所有してい
た人に課される税金です。納期
は5月、8月、10月、12月の4回
分割になっています。納期限内
に納付されなかった場合は、各
納付月の翌月に督促状を発送し
ます。督促状を発送した際は、
本税とは別に督促手数料として
200円を加算し、場合によって
は延滞金も徴収することとなり
ます。なお、納期限内に納付が
できない場合は、分割納付など
の納付方法について相談を受け
付けしていますので、未納のま
ま放置しないで早めに納付相談
にお越しください。
また、口座振替・自動払込を
利用の人は預貯金残高のご確認
をお願いします。
�収納対策室（�64-1318）

家屋の取り壊し申告
家屋に対する固定資産税は、
毎年1月1日現在の物件と所有者
に課されます。
平成18年度に課税されている
家屋で、同年中・それ以前に取

り壊しをされた家屋は、必ず取
り壊しの申告をしてください。
申告がない場合は、引き続き課
税することになりますのでご注
意ください。
また、平成18年中に新築・増
築された家屋は、市職員が家屋
の評価調査に訪問しますが、す
べてを把握し訪問することが難
しい場合もありますので、完成
時にご連絡ください。
取り壊しや新築・増築は、12
月29日�までに税務課へ申告・
連絡してください。
�税務課（�64-1316）

償却資産の申告
会社や個人で、工場や商店な
どの事業のために用いることが
できる、構造物・機械・器具・
備品など（土地・家屋以外の事
業に使うことができる資産で、
無形償却資産や自動車税・軽自
動車税の課税対象となるものは
除きます）で、毎年1月1日現在
に所有しているものは、償却資
産の申告の対象となります。
申告の対象となるものをお持
ちの人は、平成19年1月31日�
までに、税務課へ申告してくだ
さい。
�税務課（�64-1316）

青色・白色申告決算説明会
宇治税務署は、平成18年分の
青色・白色申告決算説明会を開
きます。
12月12日�、コミュニティ
ホール。筆記用具・電卓など計
算用具持参。▼白色申告決算説
明会＝午前10時～11時40分▼青
色申告決算説明会＝午後1時30
分～3時30分。
なお、消費税の申告準備につ
いても説明する予定です。
�宇治税務署（�44-4141）

地区計画案の縦覧
市は、�都市再生機構が土地
区画整理事業を行っている南田
辺北地区の地区計画決定を予定
しており、この案について、縦
覧を行います。なお、規定に基
づき、この都市計画の案の内容
に対して、意見書を提出するこ
とができます。
縦覧対象＝同志社山手地区地
区計画案。期間＝12月6日�～
19日�（土・日曜日は除く）。
時間＝午前8時30分～正午、午
後1時～5時。場所＝計画検査課。
�計画検査課（�64-1348）

自治会が防犯灯など設置
同志社住宅地自治会は、平成
18年度コミュニティ助成事業を
活用し、同志社住宅地区域内の
古い蛍光灯の一部を新しいもの
（蛍光灯から水銀灯）に取り替
えました。

また、山手南自治会は、同助
成事業を活用し、山手南公民館
にコピー機などを購入しまし
た。
これらの事業は、�自治総合
センターが、地域コミュニティ
の健全な発展と宝くじの普及広
報を目的として行っている助成
事業で、みなさんが購入された
宝くじの収益金が財源となって
います。
�市民参画課（�64-1314）

調理師業務従事者の届け出
今年は、調理師の資格を有す
る人の届け出の年です。調理師
で12月31日現在、府内を就業地
として業務に従事している人
は、12月1日�から届出用紙の
配布が始まりますので、該当す
る人は平成19年1月4日	から15
日�までの間に届け出を済ませ
てください。

山城北保健所（�21-2912）

個人情報保護法説明会
内閣府は、個人情報保護法の
全面施行に伴い、一般向け説明
会・事業者向け講演会を開きま
す。
12月18日�▼一般向け説明会
…午前10時30分～午後0時30分
▼事業者向け講演会…午後2時
～4時。京都商工会議所講堂
（京都市内）。先着350人。参加
希望の説明会または講演会と氏
名・連絡先（電話番号・ファク
ス番号・メールアドレス）を書
いて、はがきまたはファクスで
申し込み。

府総務部総務調整課（〒
602-8570京都市上京区下立売
通新町西入藪ノ内町（�075-
414-4237、�075-414-4035）

放送大学入学生募集
放送大学は、テレビやラジオ
で授業を行う通信制の大学で
す。働きながら学びたい、生涯
学習に興味があるなど、さまざ
まな目的で、幅広い世代の人が
学んでいます。
ただいま平成19年4月入学生
を募集しています。くわしい資
料を無料で送付しますので、お
問い合わせください。
受付期間は、12月15日�～平
成19年2月15日	。
�放送大学京都学習センター

（�075-371-3001）

狂言鑑賞会
12月6日�午後3時30分から

（午後3時開場）、同志社女子大
学京田辺キャンパス内新島記念
講堂。無料。茂山家の千五郎
氏・正邦氏・茂氏らが出演する
予定。演目は、「蝸牛」「伯母ヶ
酒」。駐車場なし。
�同志社女子大学日本語日本
文学会（�65-8676）

クリスマス燭火讃美礼拝
同志社大学は、学生・教職員
と市民のみなさんが出演するク
リスマスの学校行事として、ま
た地域交流を深めるため「同志
社京田辺クリスマス燭火讃美礼
拝」を開きます。
12月9日�午後4時30分から、
同志社女子大学京田辺キャンパ
ス内新島記念講堂。内容は、ゴ
スペルソング、キャンドルライ
トサービスなど。出演は、▼京
田辺市民合唱団▼田辺少年少女
合唱団コスモス▼同志社学生聖
歌隊▼同志社大学ハンドベル・
クワイアなど。無料。

�同志社大学キリスト教文化
センター（�65-7370）

環境フェスティバル
府は、京都地球の共生府民会
議・京都府地球温暖化防止活動
推進センターと共催で、「京都
府環境フェスティバル2006」を
開きます。
今年4月に施行された「京都
府地球温暖化対策条例」をふま
え、テーマを「ストップ温暖
化！みんなでつくる環の社会」
とし、地球温暖化問題や防止の
取り組みについてわかりやすく
紹介するほか、環境NPOや企
業による出展ブース、グリーン
購入ゾーン、低公害車の試乗を
行います。
また、同時に、環境省近畿地
方環境事務所が「平成18年度
3R推進近畿ブロック大会」を
開きます。ごみゼロ型社会の実
現に向けた取り組みを推進する
ことを目的に、ふろしき体験ミ
ニ教室や子ども向けおもちゃの
交換ゲームなど、展示・イベン
トを行います。
12月9日�・10日�、府総合
見本市会館（パルスプラザ）。
�▼京都環境フェスティバル
2006…府環境政策室（�075-
414-4704）▼平成18年度3R推
進近畿ブロック大会…環境省近
畿地方環境事務局（�06-4792-
0702）

チャリティーダンスパーティー
中部ダンス連盟は、せせらぎ
チャリティーダンスパーティー
を開きます。収益は、福祉関係
に寄付の予定です。
12月10日�午後1時～4時、中
部住民センター。500円。プ
ロ・アマデモ、ふれあいタイム。
シューズチェックあり。
�中部ダンス連盟　松本（�
63-6292）

古文書を読む会
12月16日�午前9時30分～正
午、社会福祉センター。講師は、
ふるさとミュージアム山城の伊
藤太さんと精華町教育委員会の
中川博勝さん。1回300円。事前
申込不要。
�郷土史会　岡山（�63-
2244）

子育て講座
市と教育委員会は、これから
赤ちゃんを迎えるお父さんお母
さんを対象にした｢子育て講座
プラスワンセミナー｣を開きま
す。
初めての出産に不安と期待が
いっぱいのあなた！。このセミ
ナーでいろんな知識を学習し
て、元気でかわいい赤ちゃんを
産んでください。
12月20日�午後1時30分～4
時、保健センター。対象は、市
内に在住する妊娠5カ月以上の
安定期にある妊婦とその夫（必
ず夫婦で参加してください）。
申し込みが多数の場合は、初産
の夫婦を優先。内容は、▼出
産・育児の実際（助産師より）
▼ドップラーを聴く▼妊婦体験
スーツなど。12月4日�～13日
�に、電話または直接申し込み。

社会教育課（�64-1393）

難病交流会
12月6日�午後2時～4時、山
城北保健所（宇治市内）。対象
は、神経系難病（パーキンソン
病・多発性硬化症・脊髄小脳変
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中央図書館�
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中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

寄　　付寄　　付�寄　　付�

表　　彰�

人　　事�

◎社交ダンスサークル「竹の
会」が福祉のために、3万円。

性症・重症筋無力症など）患者
やその家族。20人。内容は、▼
手芸「自分で作ってみよう！干
支作品～いのしし編～」▼交流
会「1年を振り返ってみましょ
う！」。講師は、大谷壽美子さ
ん。1千円（材料費）。

山城北保健所保健室（�
21-2911）

予防接種の日程�

日にち�

三種�
混合�

種別� 対　　　象�

12月11日��
12月22日��

生後3カ月～7歳6カ月未満�

ＢＣＧ�
12月5日��
12月19日��

生後3カ月～6カ月未満�
（3カ月健診と同日実施）�

受付時間＝13：30～14：30　　　�
場所＝保健センター�
問合せ先＝こども福祉課（�64-1377）�

おはなし会
▼12月2日�…元気な仕立て
屋▼9日�…おいしいおかゆ▼
16日�…かちかち山▼20日�…
貧乏神と福の神▼23日�…12の
月のおくりもの
土曜日…午後3時～3時30分、
水曜日…午後3時30分～4時。

ギャラリー
▼「喜寿・金婚記念　写真と
書の二人展」：早瀬哲恒＝12月
5日�～10日�▼「浅見　裕子
沖縄写真展」：次田のり子＝12
日�～17日�▼「手づくり凧
展」：奥西次男＝19日�～28日
	（22・25日は除く）

映画会
今月は「障害があっても」特
集です。
▼12月2日…愛は静けさの中
に▼9日…ケニー▼16日…息子
▼23日…マイ・フレンド・メモ
リー
いずれも土曜日の午前10時30
分から。

冬休みお楽しみ映画会
冬休みに子ども向けの映画会
を行います。
12月27日�▼午前11時から…

『そらとぶねこざかな』ほか
（33分）▼午後1時30分から…
『ジャングルブック　2』（72分）。
申し込みはいりません。

おはなし会
▼12月6日…Grandma Baba

‘s Amazing Scarf！ばばばあち
ゃんのマフラー（話し手は英語
指導助手）▼13日…もしもねず
みをえいがにつれていくと▼20
日…もちもちの木
いずれも水曜日の午後3時30
分～4時まで。

児童向けテーマ展示
本を読んで冬の寒さを吹き飛
ばそう！。
今回は、『あったかごはんで、
からだもこころもポカポカ
に！！』をテーマに、児童向け
のテーマ展示を行います。おい
しいごはんが出てくる本の展
示・貸し出しを行います。
12月23日�～平成19年1月14
日�（休館日は除く）。

手話体験講座
12月8日�。▼講演…午前10
時～11時30分▼手話体験…午前
11時30分～午後0時30分。社会
福祉センター。講師は、京都市
聴覚言語障害センターの山中聡
さん。無料。

社会福祉協議会（�62 -
2222）

母子・父子家庭クリスマス会
京田辺母子会は、母子・父子
家庭の親子を招き、クリスマス
会を開きます。
アトラクション、サンタさん
からのプレゼントもあります。
12月17日�午前10時～正午、
社会福祉センター。要申し込み。

▼京田辺母子会役員（小川

おはなし会
▼12月2日�…こびとのくつ
や▼9日�…おいしいおかゆ▼
16日�…マッチ売りの少女▼27
日�…かさじぞう▼1月6日�…
初天神
土曜日…午前11時～11時30
分、水曜日…午後3時30分～4時。

なやみごと相談
12月13日�市役所会議室、
27日�北部住民センター。午
後1時30分～4時。
�人権啓発推進課（�62-
4343）

市民無料法律相談
▼12月20日�（12月1日�か
ら電話予約）。▼1月5日�（12
月15日�から電話予約）。午後
1時30分～4時30分。市民相談
室。
�人権啓発推進課（�62-
4343）

府民無料法律相談
12月18日�午後1時30分～4
時30分、田辺地域総務室。12
月15日�から電話予約。
�田辺地域総務室（�62-
0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、
CIKビル（近鉄新田辺駅西）。
予約制、40分5,250円。
�京都弁護士会（�075-231-
2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分
～3時30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・
午後1時～4時30分、普賢寺児
童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30分
～午後4時、電話相談。毎週
月・水曜日午後1時～4時、来
所相談。
�地域子育て支援センター

（�62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正
午・午後1時～4時30分。
�こども福祉課（�64-1377）

妊婦・乳幼児相談
（たまご・赤ちゃんサロン）
12月7日	午前9時～10時30分、
保健センター。
�こども福祉課（�64-1377）

女性の相談室
▼12月7日	・14日	・21日
	午後1時30分～4時30分▼法
律相談＝27日�午後1時30分～
3時。いずれも女性交流支援
ルーム。
�女性交流支援ルーム（�
65-3727）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約
制。
7日	松井ケ丘小（�62-8888）

田辺東小（�62-4348）
12日�三山木小（�62-1055）

ふれあい相談室
毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時、社会福祉セ
ンター。まずはお電話くださ
い。

心配ごと相談
12月5日�・15日�・25日�午
後1時30分～4時、社会福祉セン
ター。

心配ごと出張相談
▼12月11日�午前10時～正午、
水取コミュニティーセンター。
▼20日�午後1時30分～4時、草
内公民館。
高齢者等のための「これから
のこと」相談
福祉サービス利用援助事業。
▼12月5日�午前10時～正午、
花住坂公民館。▼28日	午前10
時～正午、社会福祉センター。

司法書士法律相談
12月15日�午後1時30分～4
時、社会福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
12月11日�午後1時30分～4
時、社会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
12月5日�・25日�午後1時30
分～4時、社会福祉センター。
予約制。

土曜日なんでも相談
12月16日�午前10時～正午、
社会福祉センター。予約制。

多重債務相談
12月28日	午後1時30～4時、
社会福祉センター。予約制。

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、
保健センター。保健師・栄養士
による相談（予約制）。▼12月4
日�午後1時45分～3時30分、保
健センター（予約制）。▼12月13
日�午後1時30分～3時、中部住
民センター（予約制）。▼12月14
日	午後1時30分～3時、宝生苑
（予約制）。医師による相談。

リハビリ相談
12月12日�午前9時～11時、
保健センター（�63-2662）。

こころの健康相談
12月19日�午後1時45分～3時
30分、保健センター。

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康介護課�
（�64-1335）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

14日	大住小（�62-0046）
桃園小（�63-6335）

19日�田辺小（�62-0044）
草内小（�62-0054）

21日	薪小（�63-2000）

消費生活相談
毎週水・金曜日午後1時30分
～4時、市役所306会議室。
�産業政策課（�64-1319）

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

今月の�

相�談�事�業�日�程�

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

普
通
救
命

講

習

会

消
防
署
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
を
中
心
と
し
た
応

急
手
当
の
講
習
を
開
き

ま
す
。

開
催
日
＝
１２
月
１４
日

	
時
間
＝
午
前
９
時
〜

正
午場

所
＝
消
防
署

定
員
＝
２０
人

参
加
費
＝
無
料

前
日
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝

消
防
署
（
�
６３
・
１
１

２
５
）

イサ子（�62-2258）▼こども
福祉課（�64-1377）▼社会福
祉協議会（�62-2222）

ひだまりの会
12月19日�午後1時20分～3
時、府立洛南寮。対象は、市内
の高齢者。干支（亥）の色紙作
りを楽しみます。無料。

社会福祉協議会（�62-
2222）

ボランティア交流支援
12月27日�▼午前の部…午前
10時～正午▼午後の部…午後1
時30分～3時30分。ほっと・ひ
とやすみ（京田辺市大住池ノ谷
57-2）。講師は、堀芳子さん。1
千800円（お茶付）。各部10人。
12月15日�までに申し込み。

ほっと・ひとやすみ（�
68-1551）

市民総体バドミントン
平成19年1月14日�午前9時か
ら、田辺中央体育館。ジュニア
の部（男女各シングルス・ダブ
ルス）。対象は、市内に在住す
る小学生・中学生の人（当日引
率できる責任者が必要）。シン
グルス1人500円、ダブルス1組1
千円。12月22日�午後5時まで
に持参・郵送・ファクスで申し
込み。

社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19、
田辺中央体育館内、�62-1501、
�62-1534）
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秋
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
京
田
辺

の
お
い
し
い
玉
露
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

お
茶
は
加
工
法
に
よ
り
、
緑

茶
・
紅
茶
・
烏
龍
茶
に
大
別
さ
れ

ま
す
。
緑
茶
が
発
酵
さ
せ
な
い
の

に
対
し
、欧
州
で
主
流
の
紅
茶
は
、

茶
葉
を
完
全
に
発
酵
さ
せ
て
か

ら
、
乾
燥
し
て
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
欧
州
で
１０
月
に
京
田
辺
玉

露
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
５
０
０
人

に
玉
露
の
接
待
が
行
わ
れ
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
有
名
カ
フ
ェ
で
は
、

「
テ
ィ
ー
」
を
注
文
す
る
と
、
玉

露
や
煎
茶
も
出
て
く
る
よ
う
に
お

願
い
さ
れ
ま
し
た
。
パ
リ
で
は
、

「
ほ
ん
ま
も
ん
日
本
茶
教
室
」
が

行
わ
れ
、
京
田
辺
玉
露
の
味
わ
い

は
ま
る
で
ス
ー
プ
の
よ
う
な
味
と

絶
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

京
田
辺
玉
露
の
お
い
し
さ
が
世

界
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
農
政
課
（
�
６４
・

１
３
６
２
）

ヨーロッパでも…�

ブレイクタイム�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ16

京田辺玉露�ブレイクタイム�

年末の交通事故防止府民運動�
平成18年12月11日�から31日�まで�

運動重点�
　★　飲酒運転の追放�
　★　高齢者の交通事故防止�
　★　自転車利用者のマナー向上と�
　　　交通事故防止�

飲酒運転は絶対にしない・させない��
という強い意志を持ち、みなさんの地域から�
飲酒運転を追放しましょう。�

（田辺警察署交通課　�63-0110）�

で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
企
画
財
政
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

筝
・
十
七
絃
・

尺
八
の
合
奏

日
時
＝
１２
月
６
日
�
午
後

０
時
２０
分
〜
０
時
５０
分

出
演
＝
邦
楽
あ
ん
さ
ん
ぶ

る
翔曲

目
＝
「
落
葉
す
る
頃
」

「
流
転
」「
光
と
影
」

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
の
演
奏

日
時
＝
１２
月
１２
日
�
午
後

０
時
２０
分
〜
０
時
５０
分

出
演
＝
同
志
社
女
子
大
学

音
楽
学
科
卒
業
生
の
村
上
り

つ
子
さ
ん
、
大
阪
音
楽
大
学

卒
業
生
の
楊
美
希
さ
ん

曲
目
＝
「
金
婚
式
」「
白

鳥
」「
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
」「
ピ
ア
ノ
曲
」

み～んなおともだちみ～んなおともだち�
園児同士が交流深める�

全国幼
稚園

全国幼
稚園�

ウィー
ク

ウィー
ク�

inin京田
辺京田辺
�

全国幼
稚園�

ウィー
ク�

in京田
辺�
み～んなおともだち�

全国幼稚園ウィークin京田辺と題し、市内の8
幼稚園の園児たちが交流するイベントが行われま
した。
5歳児さんは、11月14日に田辺中央体育館に集
合。お父さん・お母さんたちと一緒に体操やダン
ス、ゲームを楽しむ幼稚園大会でふれあいました。
玉入れでは、子どもたちはタオルを丸めた「玉」
を一生懸命かごを目がけて投げ込んでいました
（＝写真㊦）。

消
防
本
部
は
、
１２
月
１５
日

�
か
ら
３１
日
�
ま
で
年
末
火

災
防
止
運
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
年
末
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
一
般
家
庭
に

お
い
て
も
火
を
使
う
機
会
が

多
く
な
る
う
え
、
多
忙
に
よ

り
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、

一
層
の
火
災
予
防
の
強
化
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

期
間
中
は
、
広
報
車
な
ど

に
よ
る
巡
回
や
事
業
所
の
立

入
検
査
、
消
防
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の

安
全
な
取
り
扱
い

ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
は
じ

め
る
ま
え
に
は
点
検
を
す
る

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙

や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
燃

え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い

③
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ

ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
引
火
の
危

険
が
あ
る
も
の
は
使
わ
な
い

④
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯

物
を
干
さ
な
い

⑤
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
は
灯

油
以
外
の
も
の
を
給
油
し
な
い

⑥
灯
油
を
補
給
す
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
し
、
あ
ふ

れ
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
給
油
中
は
そ
の
場
を
絶

対
に
離
れ
な
い

火
の
取
り
扱
い
に
注
意�

忙
し
い
年
の
瀬
は
…�

15日から年末�
火災防止運動�

�
外
出
す
る
時
や
寝
る
時

に
は
、
必
ず
火
が
消
え
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予

防
課
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
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ブ
ッ
ク
カ
ー
ト
を
使
っ
て
、
じ
っ
く
り
本
を
選
ぶ
太
田
さ
ん

（
中
央
図
書
館
）

ブ
ッ
ク
カ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
の
本
を
借
り
る
親
子

（
北
部
分
室
）

４
歳
児
さ
ん
は
、
１６

日
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ

た
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
他
の
幼
稚
園

の
お
と
も
だ
ち
と
交
流
。
８
園
そ
れ
ぞ

れ
に
歌
や
手
遊
び
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
出
し

物
を
行
い
、
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
に
写
る
園

児
と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

写
真
㊤
＝
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て

じ
ゃ
ん
け
ん
を
す
る
園
児

（
田
辺
幼
稚
園
）

本を広げてじっくり選べます

聖
愛
幼
稚
園
児
が

勤
労
感
謝
の
訪
問

１１
月
１０
日
、
聖
愛
幼
稚
園

の
園
児
た
ち
が
消
防
署
を
訪

問
。
勤
労
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
署

員
に
花
束
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

そ
の
後
、
子
ど
も

た
ち
は
消
防
車
や
救

急
車
を
見
学
。
特
に
、

は
し
ご
車
が
は
し
ご

を
伸
ば
す
と
、
園
児

は
大
喜
び
で
し
た
。

６
・
１２
日
の
お
昼
に

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

市
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
お
昼
の
ひ
と
時
を
音

楽
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
、「
市
民
ふ
れ
あ
い
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

き
ま
す
。
場
所
は
、
市
役

所
２
階
市
民
ホ
ー
ル
と
そ

の
周
辺
。
ど
な
た
で
も
ご

自
由
に
鑑
賞
で
き
ま
す
の

図
書
館
に
〝
ブ
ッ
ク

カ
ー
ト
〞
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
。

借
り
た
い
本
を
カ
ー
ト

に
付
い
て
い
る
袋
に
入
れ

て
運
べ
る
〝
ブ
ッ
ク
カ
ー

ト
〞
を
、
今
年
２
月
中
央

図
書
館
に
６
台
、
７
月
に

は
北
部
分
室
に
４
台
置
き

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の

本
を
か
か
え
な
が
ら
借
り

る
本
を
探
し
て
い
る
利
用

者
が
多
く
、
も
っ
と
楽
に

本
を
選
ん
で
も
ら
え
た
ら

と
い
う
図
書
館
職
員
の
思

い
か
ら
始
め
た
も
の
。

今
で
は
、
親
子
連
れ
や

高
齢
者
の
方
が
多
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

「〝
ブ
ッ
ク
カ
ー
ト
〞
が

あ
る
こ
と
を
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
本
を
借

り
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
」
と
話
す
中
央
図
書

館
の
奥
西
館
長
。

い
つ
も
利
用
し
て
い
る

太
田
基
子
さ
ん
は
「
今
ま

で
は
、
本
を
た
く
さ
ん
持

ち
な
が
ら
他
に
も
借
り
た

い
本
を
選
ん
で
い
た
の
で

大
変
で
し
た
。
カ
ー
ト
が

あ
る
と
、
本
を
広
げ
て
じ

っ
く
り
と
選
べ
る
の
で
便

利
。
広
い
館
内
を
た
く
さ

ん
の
本
を
持
っ
て
歩
く
の

は
大
変
な
の
で
助
か
り
ま

す
。
い
つ
も
カ
ー
ト
い
っ

ぱ
い
の
本
を
借
り
る
ん
で

す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

寒
く
な
り
、
屋
内
で
過

ご
す
こ
と
が
多
く
な
る
こ

の
時
期
、〝
ブ
ッ
ク
カ
ー

ト
〞
で
た
く
さ
ん
本
を
借

り
て
読
書
に
没
頭
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ブックカート登場�ブックカート登場�
中央図書館と北部分室�


